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数
年
来
の
懸
案

さ
ら
に
早
期
着
工
へ
努
力

10田中期成同盟会長

地
元
民
待
望
の
北
越
線
は
去
る
六
一

月
二
＋
吾
の
鉄
道
審
議
会
で
至

線
に
編
入
が
決
り
ま
し
た
。

今
回
の
審
議
会
の
答
申
は
沿
線
市
町

村
と
の
関
係
、
地
す
べ
り
と
建
設
工

事
関
係
な
ど
の
調
査
の
結
果
、
北
越

南
線
（
直
江
津
、
松
之
山
、
湯
沢
）

の
必
要
度
は
少
な
く
、
北
越
北
線

（
直
江
津
、
松
代
、
十
日
町
、
六
日

町
）
一
本
で
効
用
を
満
た
す
こ
と
が

で
き
る
と
し
、
南
線
は
予
定
線
に
格

下
げ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
日

本
鉄
道
建
設
公
団
が
建
設
す
る
工
事

線
は
現
在
の
四
十
七
線
と
今
回
の
十

七
線
と
で
六
十
四
線
と
な
り
、
今
後

四
、
三
〇
〇
億
円
の
工
費
を
必
要
と

し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
昭
和
八
年

以
来
講
願
を
続
け
、
永
年
の
懸
案
だ

万
都

市
の
足

村山同副会長

っ
た
同
線
が
今
後
の
運
動
に
よ
っ
て

速
や
か
に
着
工
さ
れ
る
こ
と
を
市
民

の
皆
さ
ま
と
共
に
大
い
に
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

今
回
の
吉
報
は
北
越
線
期
成
同
盟
会

長
の
田
中
彰
治
代
議
士
と
、
上
京
し

て
い
た
村
山
市
長
に
よ
っ
て
直
ち
に

地
元
に
知
ら
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
北
越
線
の
経
過
を
ふ
り
か
え

っ
て
み
ま
す
と
、
北
越
線
の
建
設
が

は
じ
め
て
中
央
に
請
願
さ
れ
た
の
は

実
に
三
十
一
年
前
の
昭
和
八
年
、
当

時
第
四
区
選
出
の
武
田
徳
三
郎
代
議

士
の
紹
介
に
よ
る
も
の
で
、
以
後
数

十
回
に
わ
た
り
請
願
に
た
ゆ
ま
ざ
る

努
力
を
続
け
そ
の
主
な
経
緯
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

・
北
越
線
の
建
設
が
中
央
に
請
願
さ
れ
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が

カ・

り

た
の
は
昭
和
八
年
当
時
第
四
区
の
武

田
徳
三
郎
代
議
士
を
紹
介
議
員
と
し

て
は
じ
め
て
衆
議
院
に
請
願
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
だ
。

昭
利
十
三
年
に
は
国
鉄
側
で
現
地
調

査
が
行
な
わ
れ
、
叉
同
年
貫
族
院
、

衆
議
院
で
請
願
が
採
択
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
戦
後
も
二
十
一
、
二
年
と
続

い
て
請
願
し
採
択
を
受
け
そ
の
必
要

性
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
後
北
線
（
直
江
津
i
松
代
ー
十
日

町
ー
六
日
町
）
及
び
南
線
（
直
江
津

ー
松
之
山
ー
湯
沢
）
が
そ
の
通
過
地

点
を
め
ぐ
っ
て
果
て
し
な
い
争
い
を

繰
返
し
て
い
た
た
め
、
昭
和
三
十
六

年
ま
で
予
定
線
に
す
ら
編
入
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
翌
三
十
七
年
に
入
っ

て
二
月
十
二
日
田
中
彰
治
代
議
士
が

関
係
各
市
町
村
長
及
び
議
長
を
東
京

の
事
務
所
に
招
い
て
本
線
の
決
定
に

つ
い
て
は
す
べ
て
国
鉄
技
術
陣
に
一

任
す
る
と
い
う
誓
約
書
に
調
印
し
、

抜
け
が
け
運
動
は
一
切
自
し
ゅ
く
す

る
こ
と
に
な
り
、
同
年
三
月
二
十
八

日
の
鉄
道
建
設
審
議
会
で
漸
く
予
定

線
に
編
ス
さ
れ
ま
し
た
。
引
続
き
五

月
に
は
調
査
線
に
、
三
十
八
年
二
月

に
期
成
同
盟
会
を
再
編
成
し
田
中
彰

治
代
議
士
を
会
長
に
副
会
長
に
村
山
．

十
日
町
市
長
、
佐
藤
直
江
津
市
長
、

東
頸
城
町
村
会
長
高
波
村
長
を
推
し

着
工
線
へ
の
運
動
に
強
力
な
推
進
態

勢
を
と
り
猛
運
動
を
展
開
し
て
い
た

も
の
で
す
。
着
工
線
に
昇
格
し
た
こ

と
に
つ
き
ま
し
て
は
村
山
市
長
と
田

中
彰
治
会
長
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
2

て
い
ま
す
。

副
会
長
村
山
市
長
の
話
π
昭

和
八
年
当
時
の
衆
議
院
議
員
故
武
田

徳
三
郎
氏
の
紹
介
に
よ
り
衆
議
院
に

請
願
書
が
提
出
、
採
択
ざ
れ
て
以
来

実
に
三
十
二
年
間
石
川
、
冨
山
、
新

．
潟
三
県
よ
り
そ
の
実
現
を
強
く
望
ま

び
市
民
の
皆
様
と
共
に
心
か
ら
霜
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
鉄
道
は
延
長
七
十
四
粁
、
工
事

費
約
八
十
億
円
と
見
積
も
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
の
予
算
化
に
っ
き

ま
し
て
は
期
成
同
盟
会
長
の
田
中
彰

治
代
議
士
を
中
心
に
沿
線
関
係
市
町
蝉

村
曇
協
力
し
て
努
力
を
塑

い
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

十
日
町
市
も
北
越
線
の
完
成
、
十
日

町
i
東
京
間
を
無
雪
道
路
で
結
ぶ
八

箇
峠
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
、
東
京
ー
新
一

潟
間
を
高
速
道
路
で
結
ぶ
関
越
自
動

車
道
の
通
過
に
よ
り
、
経
済
、
行
政

す
べ
て
の
面
で
大
規
模
化
す
る
こ
と

が
要
請
さ
れ
十
万
、
二
士
刀
都
市
の
一

驚
賭
駄
舞
編
墾

着
工
線
決
定
を
機
会
に
更
に
希
望
を

大
き
く
し
、
市
政
発
展
の
た
め
に
御

協
力
賜
ら
ん
こ
と
を
切
に
お
願
い
致

し
ま
す
。

会
長
田
中
彰
治
氏
の
話
π
こ

の
た
び
三
十
数
年
来
の
懸
案
で
あ
り

ま
し
た
北
越
線
が
着
工
線
に
昇
格
、

い
よ
い
よ
着
工
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
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㎝
ま
し
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
御
同
慶
に

一
堪
え
ま
せ
ん
。

現
在
着
工
線
は
全
国
で
六
十
四
線
あ

り
必
す
し
も
順
位
は
良
く
あ
り
ま
せ

【
ん
が
、
本
線
は
北
陸
と
東
京
を
結
ぶ

奄
路
線
で
、
着
工
に
あ
た
っ
て
も

一
ロ
ー
カ
ル
線
と
し
て
で
な
く
幹
線
と

番番
バ、rレブ祇胞工品製遣　　　食料品製造

・12，860万円　　11・831万円

δ
沐甘・木袈品襲蓮

131135万円
機械製造
23、070万円

享製造品出荷額

繊紺．工業

993，979万円

し
て
意
義
が
あ
り
ま
す
の
で
こ
の
着

芳
順
位
へ
の
繰
上
げ
に
つ
叢
し

て
は
最
善
の
努
力
を
い
た
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
市
民
の
皆
様
の
今
後

一

一
層
の
御
援
助
と
御
指
導
が
な
け
れ

ば
実
現
は
困
難
で
あ
り
ま
す
の
で
、

一
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

集
中
豪
雨
の
ツ
メ
跡

被
害
総
額
二
千
四
百
万
円

　
七
日
未
明
か
ら
の
集
中
豪
雨
は
同
一
〇
デ
を
記
録
、
市
内
で
か
な
り
の
被

臼
午
後
四
時
現
在
十
日
町
市
で
二

害
が
で
た
た
め
八
日
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
防
災
に
努
め
ま
し
た
。
今

回
の
豪
雨
で
は
中
沢
川
、
大
井
田
川

の
堤
防
欠
壊
、
耕
地
の
冠
水
な
ど
が

大
き
く
災
害
本
部
で
ま
と
め
た
十
日

現
在
ま
で
の
調
査
で
は
総
額
二
千
三

百
三
十
九
万
円
の
被
害
と
な
っ
て
い

・
ま
す
。
被
害
状
況
は
つ
ぎ
の
と
お
り

家
屋
一
部
破
損
一
戸
　
　
四
〇
万
円

、
床
下
浸
水
二
十
五
戸

　
　
　
　
二
二
七
世
帯
　
　
五
万
円

水
田
の
埋
没
　
二
・
二
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
万
円

④

．
れ
て
い
ま
し
た
。
北
越
線
（
上
越
西

線
）
も
関
係
者
多
数
の
御
努
力
に
よ

り
、
六
月
二
十
五
日
の
鉄
道
建
設
審

．
議
会
に
お
い
て
見
事
着
工
線
に
決
定
一

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
努
力
下

・
さ
い
ま
し
た
初
代
市
長
故
中
山
竜
次

先
生
、
二
代
市
長
山
口
孝
一
先
生
及

（上）大井田川鶴島地内

（下）稲荷町中沢川

（左）上貫線慶地

年
間
出
荷
額

　
　
醐
醐
四
憶
円

　
本
市
の
製
造
工
業
は
昭
利
三
十
八

年
工
業
調
査
に
よ
る
と
、
工
場
数
七

五
三
、
年
間
出
荷
額
一
一
四
億
二
、

七
九
三
万
円
で
、
こ
の
う
ち
繊
維
工

業
が
一
〇
五
億
九
、
〇
七
七
万
円
で

九
一
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
つ
い

で
機
械
製
造
の
二
億
五
、
二
四
三
万

円
紙
パ
ル
プ
加
工
製
造
が
一
億
五
、

二
一
四
万
円
、
木
材
、
木
製
品
製
造
一

億
三
、
七
六
五
万
円
、
食
料
品
製
造

の
一
億
一
、
九
二
七
万
円
の
順
と
な

っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
従
業
者

も
繊
維
工
業
が
約
七
〇
〇
〇
人
と
圧

倒
的
な
数
字
を
示
し
て
い
ま
す
。

水
田
の
冠
水
　
三
十
六
紛

　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
六
万
円

畑
の
冠
水
　
一
診
　
　
　
一
〇
万
円

道
路
の
欠
か
い
、
崩
土
な
ど

　
　
　
三
十
八
ヵ
所
　
一
八
八
万
円

橋
架
（
橋
台
破
損
）

　
　
　
　
　
三
ヵ
所
　
　
三
五
万
円

堤
防
、
護
岸
の
欠
か
い

　
　
十
六
ヵ
所
　
一
、
三
七
二
万
円

水
路
の
欠
か
い
、
埋
没
等

　
　
　
　
十
八
ヵ
所
　
二
一
三
万
円

林
道
の
欠
か
い
、
崩
土
等

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
六
ヵ
所
　
一
二
〇
一
刀
円

農
産
物
被
害
（
推
計
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇
万
円

被
害
総
額
　
　
　
二
、
三
三
九
万
円

も
れ
な
く
受
け
ま
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
定
期
結
核
健
康
診
断

　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
、
間
接

．
撮
影
が
つ
ぎ
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す

一
尚
個
人
通
知
書
、
実
施
計
画
書
は
市

、
政
事
務
嘱
託
員
に
お
願
い
し
て
皆
様

の
と
こ
ろ
に
配
布
又
は
回
章
さ
れ
ま

す
か
ら
全
員
結
核
健
康
診
断
を
受
け

て
下
さ
い
。

川
治
地
区
　
七
月
一
日
～
七
月
九
日

中
条
地
区
七
月
八
日
～
七
月
十
七
日

十
日
町
山
地
　
七
月
二
十
日
～
七
月

　
　
　
　
　
二
士
二
日

新
座
、
大
井
田
地
区
　
七
月
二
十
二

　
　
　
　
　
日
～
七
月
二
十
七
日

下
条
地
区
　
七
月
二
十
七
～
八
月
五

　
　
　
　
　
日

　
吉
田
地
区
、
水
沢
地
区

　
六
箇
地
区
、
十
日
町
里
地

　
　
　
　
　
　
　
　
九
月
～
＋
月

§｛

↓
掲
レ
験
，

　
　
　
ノ
一
小

が

俸位ヂ剛

　
「
ク
ロ
重
バ
ー
像
隈
険
」
甑
藤
、
出
一

る
四
月
二
＋
日
か
ら
、
簡
易
保
険
の
保
険
金
最
高
制
限
額
が
百
万

に
引
き
あ
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
新
し
い
し
く
み
の
特
別
養
老
保

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
新
し
い
保
険
に
、
「
ク
ロ
ー
バ
ー

険
」
と
い
う
愛
称
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ク
ロ
ー

1
は
一
般
に
三
つ
葉
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
別
養
巻
保
険
の
保
険

が
「
満
期
の
と
き
五
十
万
円
」
「
死
亡
の
と
き
百
万
円
」
　
「
不
慮
、

事
故
死
の
と
き
百
五
十
万
円
」
の
三
段
階
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

慮
の
事
故
死
の
と
き
の
保
険
金
が
満
期
の
と
き
の
三
倍
と
な
る
こ

の
「
三
」
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
（
十
日
町
郵
便
局
）

東
京
中
魚
会
が
墓
参
パ
ス
の

会
員
を
募
集

京
中
魚
会
で
は
東
京
ー
十
日
町
間
の
墓
参
バ
ス
の
会
員
募
集
の
企

旋
つ
ぎ
の
と
お
り
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
東
京
に
親
せ
き
を
霜

ち
の
方
は
こ
の
旨
ご
周
知
下
さ
い
。

込
所
東
　
京
　
中
　
魚
　
会

　
　
　
　
豊
島
区
池
袋
三
－
一
、
四
五
三

　
　
　
　
電
話
　
（
九
八
二
）
四
四
〇
八
番

集
人
員
　
三
〇
〇
名

込
期
限
　
昭
和
三
十
九
年
七
月
三
十
一
日

　
　
　
ゆ
　
　
ム
き

　
　
費
　
金
千
円
（
各
八
の
出
身
地
の
地
区
迄
）

　
　
発
昭
和
三
十
九
年
八
月
十
四
日
（
午
前
正
七
時
）

合
場
所
　
国
電
山
手
線
巣
鴨
駅
前

合
時
間
　
昭
和
三
十
九
年
八
月
十
四
日
（
午
前
六
時
半
）

◎
巣
鴨
駅
前
を
出
発
し
て
、
正
午
猿
ヵ
京
到
着
　
中
食
（
各
自
持

　
参
）
猿
ヵ
京
を
午
後
一
時
に
出
発
、
十
日
町
市
民
体
育
舘
に
到

　
着
、
十
日
町
市
の
歓
迎
会
に
臨
み
記
念
撮
影
後
解
散
。

　
　
　
　
　
　
主
催
東
京
中
魚
会

昭和39年度十日町市補正予算

十
日
町
市
告
示
第
二
十
四
号

地
弩
自
治
法
竜
秘
二
＋
二
年
法
律
第
六
ト
ヒ
号
）
婆
冒
＋
九
条
第
一
墳
の
規
定
に
よ
り
、

昭
栂
三
十
九
年
六
月
二
十
三
日
市
議
会
の
渠
決
を
経
た
昭
和
三
十
九
年
笈
十
日
町
市
補
正
予
算
の

要
領
を
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

な
お
．
子
算
原
本
は
当
市
役
所
霧
課
に
保
管
す
る
，

　
昭
報
一
二
十
九
年
山
ハ
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
日
町
市
長
村
山
謙
吉

会　計，名
歳　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　出

款 補正前の顧 正額 正　の顔 正

一役会針

〔第1号）

国犀支出童 126794 1057 127851 総　蕎　費 工01，799 1，493 ユ03，292

県支出金 97部 禍 9，829 民　生　費 115，326 121 1ユ5，“7

寄　附金 1“68 1774 16，222 衛　生　費 107，012 270 107，282

綴入命 85 270 355 商　工　費 32193 30 32，223

12000 5726 17725 土　木　費 70，971 1，7！7 72，688

⑪
罐
　 収　入 43837 239 “，076 消　防　費 30，307 “9 30，756

市　　償 58200 1300 59500 孜　宵　費 139248 2，478 141，726

キ
災害復旧費 4，743 2，457 7，200

斗
o 1，395 2β95

憲A計685，260 10，410 695，670
霊、隷轟 石石τ篇扁

会計名
歳　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　出

款 補正繭の籔 補正蟹 計 款 補正藏の■ 補正額 計

国民健康保険

特胴会計
（第2号）

　使用僑
厘び　　料 41 50 91 億　窃　費 ＆731 51 8，782

繊　鱈　金 6，000 106 6，106 操険施設費 3，919 105 4，024

a入合計 96，838 156 96，996 載出合計 96，838 156 96，994

直営診療幡股

勘定特胴会齢

傷2号1

診療収入 1駄712 100 19，812 施設蜂億費 0 130 130

　使用鱗
厘ア争臓興 660 30 4go

歳入合計 23，細 130 2歌719 歳出合計 2＆589 130 23，719

簡易水這
特別会計
（第1号）

入　金 435 270 705 婁　務　費 41堕 270 742

歳入合汁 1620 270 1，Dgo 歳出A計 1，620 270 1，390
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籔
灘
灘
灘
灘
麟
織

昨
年
よ
り
多
い
赤
痢

つ
ゆ
明
け
は
特
に
注
意

　
こ
と
し
は
気
候
の
不
順
に
よ
り
悪

疫
伝
染
病
等
赤
痢
が
市
内
に
散
発

的
に
発
生
し
、
す
で
に
昨
年
の
発
生

数
三
十
三
名
を
突
破
し
本
年
六
月
末

日
現
在
で
は
、
四
＋
八
名
発
生
し
て

い
ま
す
。
夏
の
伝
染
病
赤
痢
を
予
防

す
る
に
は
個
人
衛
生
が
も
っ
と
も
大

切
で
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
て
赤

痢
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

①
赤
痢
は
ど
う
し
て
う
つ
る
か

　
患
者
や
保
菌
者
の
便
に
混
っ
て
外

　
に
出
た
赤
痢
菌
が
い
ろ
い
ろ
な

　
経
路
を
た
ど
っ
て
食
品
や
飲
み
水

五
時
間
で

　
　
　
　
　
凹

　
に
混
っ
て
人
の
口
か
ら
浸
入
し
て

　
感
染
し
ま
す
。

②
感
染
経
路
と
し
て
は

イ
、
用
便
の
と
き
手
が
汚
れ
る
。

ロ
、
便
所
の
把
手
、
手
洗
鉢
の
水
、

　
手
拭
か
ら
他
人
の
手
に
汚
れ
を
移

す
。

ハ
、
ハ
エ
、
ネ
ズ
ミ
、
ゴ
キ
ブ
リ
な

　
ど
に
よ
っ
て
炊
事
場
や
直
接
食
品

を
汚
す
。

二
、
川
水
な
ど
で
食
品
や
食
器
を
洗

　
っ
た
と
き
。

③
伝
染
病
赤
痢
を
予
防
す
る
に
は

イ
、
暴
飲
、
暴
食
を
つ
つ
し
む
。

ー
陰
－
論
－
伽
　
響
6
　
サ

］
五
〇
町
歩
を
散
布

　
　
　
　
　
　
　
八
月
一
・
二
日

　
八
月
｝
日
と
二
日
の
両
日
に
亘
っ

て
川
治
川
か
ら
飛
渡
川
に
か
け
て
の

信
濃
川
に
沿
っ
た
下
段
地
帯
四
百
二

十
町
歩
の
水
田
に
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
を

使
っ
て
空
か
ら
農
薬
を
散
布
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
使
用
す
る
農
薬

∞∞
懇
鐵
．

は
フ
、
、
、
B
と
い
う
粉
剤
で
反
当
り
二

♂
屡
散
布
し
ま
す
．
こ
の
薬
で
稲
の

首
い
も
ち
病
を
予
防
し
ま
す
が
人
畜

に
は
無
害
で
あ
り
ま
す
。
午
前
五
時

か
ら
十
時
頃
の
空
気
の
冷
え
て
い
る

う
ち
に
散
布
す
る
の
で
す
が
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
が
三
～
十
五
層
の
低
空
を

飛
行
し
ま
す
の
で
見
学
者
は
あ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ
ダ
し

そ
ぱ
へ
行
か
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
農
薬
散
布
を

す
る
と
五
，
時
間
位
で
二
百
五
十
町
歩

を
行
な
う
の
で
大
へ
ん
手
間
が
は
ぶ

け
ま
す
。
最
近
農
業
労
働
力
が
不
足

し
て
い
る
の
で
手
間
の
か
＼
ら
な
い

米
作
り
、
つ
ま
り
稲
作
の
省
力
栽
培

技
術
の
一
環
と
し
て
十
日
町
市
で
は

今
年
始
め
て
試
験
的
に
と
り
入
れ
た

も
の
で
す
。
新
潟
県
下
で
は
今
年
約

二
万
五
千
町
歩
の
空
中
散
布
を
実
施

し
ま
す
が
、
柏
崎
市
な
ど
は
既
に
三

年
も
前
か
ら
行
な
っ
て
お
り
、
農
家

の
間
で
は
な
か
な
か
好
評
の
よ
う
で

あ
り
ま
す
の
で
今
後
ま
す
ま
す
普
及

す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ロ
、
寝
冷
防
止

ハ
、
三
十
秒
手
洗
い
励
行

調
理
の
ま
え
、
食
事
の
ま
え
、
用

便
の
と
き
、
外
か
ら
帰
っ
た
と
き

特
に
用
便
の
あ
と
は
便
所
の
中
に

手
洗
器
を
備
え
付
け
て
用
便
後
手

を
ど
こ
に
も
ふ
れ
な
い
う
ち
に
便

所
の
中
で
消
毒
液
で
充
分
に
手
を

洗
う
こ
と
。

消
毒
液
は
汚
れ
て
く
る
と
消
毒
効

果
も
悪
く
な
り
ま
す
か
ら
汚
れ
た

ら
取
り
か
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
こ
の
た
び
の
新
潟
地
震
に
対
し
て

市
民
多
数
の
方
女
か
ら
見
舞
金
や
救

援
物
資
を
お
寄
せ
い
た
〉
き
ま
し
た

市
で
は
早
速
こ
れ
ら
を
と
り
ま
と
め

被
災
地
へ
急
送
い
た
し
ま
し
た
。
こ

こ
に
紙
上
を
も
っ
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
　
（
敬
称
略
）

▽
義
援
金
大
島
伊
一
千
円
、
俵
家
一

万
百
五
十
円
、
市
母
子
福
祉
会
千
円

十
高
二
年
生
【
同
九
千
三
百
四
十
二

円
、
南
鐙
坂
老
人
ク
ラ
ブ
千
円
、
山

田
協
会
一
万
円
、
高
橋
サ
イ
百
円
、
9

斉
木
光
三
郎
千
円
、
加
賀
糸
屋
婦
人

会
一
万
円
、
と
く
名
五
百
円
、
田
口

五
百
円
、
根
茂
従
業
員
一
同
五
千
百

五
十
一
円
、
神
明
町
婦
人
会
三
千
円

佐
藤
君
子
五
百
円
、
中
島
屋
絞
工
五

千
円
、
菅
村
親
和
会
四
千
百
七
十
五

円
、
中
条
病
院
看
護
婦
一
同
三
千
円

関
口
愛
吉
五
千
円
、
小
林
百
円
、
高

橋
二
十
円
、
と
く
名
三
千
円
、
高
木

京
子
同
ま
り
子
六
千
円
、
柳
庄
従
業

員
一
同
五
千
円
、
宮
下
西
婦
人
会
五

千
円
、
本
町
西
婦
人
会
五
千
円
、
高

④
抗
生
物
質
剤
は
医
師
の
指
示
で
使

　
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
置
し
ま
し
ょ
う
。
川
上
で
ζ
れ
ら

⑤
下
痢
便
を
し
て
い
る
八
の
あ
る
家
　
　
の
汚
水
を
川
に
流
し
た
り
、
洗
濯

　
庭
で
は
医
師
に
赤
痢
と
診
断
さ
れ
　
　
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
く
と
も
赤
痢
で
は
な
い
か
と
思
⑥
消
毒
液
の
作
り
方

　
い
、
便
所
の
消
毒
、
消
毒
薬
に
よ
　
　
洗
面
器
一
杯
の
水
に
消
毒
薬
剤

　
る
手
洗
、
食
器
の
煮
沸
消
毒
等
を
　
　
（
逆
石
け
ん
液
等
）
サ
カ
ズ
キ
一

　
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
杯
半
入
れ
る
と
約
百
倍
液
が
作
れ

　
下
痢
患
者
に
使
用
し
た
食
器
や
食
曜
　
ま
す
。
消
毒
液
の
取
り
か
え
は
三

　
物
、
下
着
類
は
消
毒
し
て
か
ら
処
　
　
日
～
五
日
。

橋
フ
ジ
手
円
、
大
塚
千
円
『
仙
田
屋

店
員
一
同
千
円
、
目
黒
親
睦
会
二
千

百
四
十
円
、
稲
荷
町
三
青
年
会
千
円

駅
通
婦
人
会
六
万
六
百
円
、
芸
妓
置

屋
一
同
二
万
円
、
宮
下
東
婦
人
会
五

千
円
、
鈴
木
千
五
百
円
、
青
年
会
議

所
七
千
三
百
十
円
、
十
警
小
林
永
十

五
百
円
、
出
雲
会
二
千
五
百
二
十
五

円
、
中
条
商
業
会
一
万
円
、
湯
沢
キ

イ
千
円
、
袋
町
東
青
年
会
千
二
百
五

枯
木
又
部
落
千
円
、
市
仏
教
会
五
万

五
千
四
百
九
円
、
稲
葉
婦
人
会
手
七

百
円
、
岩
田
義
信
五
千
円
、
小
泉
カ

ノ
四
百
円
、
松
月
千
円
、
学
校
町
婦

人
会
六
千
三
百
円
、
斉
木
信
司
五
百

円
、
十
高
職
員
一
同
二
万
一
千
八
百

八
十
一
円
、
カ
ネ
ス
ニ
午
円
、
十
日

町
新
聞
労
組
三
千
円
、
関
芳
外
註
一

同
五
千
円
、
ブ
ラ
ザ
ー
十
日
町
営
業

所
七
百
円
、
松
崎
道
子
千
円
、
と
く

新
潟
地
震
義
援
金
・
品

　
　
　
　
　
八
十
二
万
三
千

十
円
、
水
沢
青
年
団
千
円
、
数
藤
事

務
所
五
千
円
、
川
原
町
婦
人
会
三
千

円
、
と
く
名
百
円
、
本
町
三
婦
人
会

一
万
円
、
十
日
町
服
装
学
院
一
同
一

万
円
、
尾
身
ア
キ
子
三
百
円
、
十
日

町
砂
利
合
資
会
社
五
千
円
、
十
和
会

五
千
円
、
十
実
生
徒
一
同
一
万
三
千

三
百
八
十
四
円
、
曽
根
秀
雄
五
百
円

関
谷
雄
二
郎
千
円
、
駅
通
婦
人
会
五

百
円
、
滝
長
商
店
一
同
三
千
円
、
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

名
千
円
、
と
く
名
千
円
、
天
台
宗
信

越
教
区
服
部
慶
円
五
千
円
、
津
畑
ム

ッ
五
百
円
、
根
準
一
同
五
千
円
、
十

日
町
地
区
運
転
者
協
会
一
万
円
、
上

村
良
二
三
千
円
、
新
座
老
人
ク
ラ
ブ

三
千
円
、
北
鐙
坂
一
万
円
、
＋
日
町

自
動
車
学
校
｝
同
二
千
円
、
十
高
定

時
制
一
万
六
千
五
百
七
十
六
円
、
南

鐙
坂
一
万
二
十
円
、
十
日
町
市
議
一

同
五
万
円
、
白
梅
屋
三
千
円
、
市
用

務
員
親
睦
会
千
五
百
円
、
金
子
マ
ス

千
円
、
市
婦
人
会
十
万
八
千
七
百
円

水
沢
地
区
婦
人
会
七
千
五
百
六
十

円
、
田
中
町
西
四
千
円
、
十
日
町
天

使
幼
稚
園
四
千
七
百
五
十
五
円
、
大

光
相
互
銀
行
十
日
町
支
店
一
同
三
千

百
円
、
上
村
信
子
三
百
円
、
中
条
八

幡
ク
ラ
ブ
ニ
千
四
百
円
、
市
役
所
職

員
一
同
＋
万
『

◎
義
援
品

岡
村
阯
衣
類
、
根
津
源
吉
H
米
一
斗

、
村
川
ミ
ヨ
子
『
衣
類
、
袋
町
東
婦

人
会
『
食
糧
品
、
袋
町
中
一
同
冊
衣

類
、
食
糧
品
、
柳
庄
（
衣
類
）
、
高
野
（
衣

類
）
、
山
新
既
衣
類
小
島
百
貨
店
π

衣
類
、
棚
橋
凹
衣
類
、
松
井
朝
之
助

麗
衣
類
、
尾
身
ア
キ
子
廷
衣
類
、
上

村
璽
太
郎
肛
衣
類
、
十
日
町
そ
ぱ
従

業
員
一
同
π
食
糧
品
、
金
子
”
衣
類

山
下
凹
衣
類
、
学
校
町
婦
人
会
旺
衣

類
、
＋
日
町
主
食
販
売
企
業
組
合
甜

空
俵
九
百
四
十
板
、
惣
山
H
空
俵
九

十
枚
丸
山
工
務
所
紅
食
料
輸
送
運
賃

一
万
三
千
円
。

新
潟
地
震
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
地
方
税
の
減
税

　
今
回
発
生
し
た
新
潟
地
震
に
伴
な

う
被
害
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
被
害

の
実
情
に
応
じ
、
昭
和
三
十
九
年
度

分
の
税
の
う
ち
、
昭
和
三
十
九
年
六

月
以
降
の
納
期
に
係
る
税
に
つ
い
て

次
の
要
領
に
よ
り
減
税
の
措
置
が
講

ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
市
税
務
課

で
は
こ
の
取
扱
い
に
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

〔
減
免
〕

⑦
農
地
又
は
宅
地

1
、
個
人
の
県
民
税
及
び
市
町
村
民

税◎
死
亡
し
た
場
合
…
…
全
部

◎
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
生
活

　
扶
助
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
場

　
合
…
…
全
部

◎
障
害
者
と
な
っ
た
場
合
…
…
十
分

の
九

　
災
害
に
よ
り
そ
の
者
が
、
そ
の
住

宅
ま
た
は
家
財
の
価
格
の
十
分
の
三

損
害
の
程
度

以
上
で
あ
る
者
で
、
昭
和
三
十
八
年

中
の
合
計
所
得
金
額
が
百
二
十
万
円

以
下
で
あ
る
も
の
に
対
し
て
は
、
次

の
区
分
に
よ
り
軽
減
し
、
又
は
免
除

す
る
．

軽
減
ま
た
は
免
除
の
割
合
に
つ
い
て

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
損

害
程
度
（
十
分
の
三
以
上
十
分
の
五

，
未
満
の
と
き
）
▽
合
計
所
得
金
額
五

十
万
円
以
下
の
時
は
二
分
の
一
▽
同

八
十
万
円
以
下
は
四
分
の
一
▽
同
百

二
十
万
円
以
下
は
八
分
の
一
と
な
っ
・

て
お
り
、
損
害
程
度
が
十
分
の
．
五
以
・

上
の
時
は
、
合
計
所
得
金
額
五
十
万

円
以
下
の
場
合
全
部
▽
同
八
十
万
円

以
下
の
場
合
二
分
の
一
▽
同
百
二
十

万
円
以
下
の
場
合
は
四
分
の
一
と
な

り
ま
す
。

2
、
個
人
の
事
業
税

　
災
害
に
よ
り
、
事
業
用
資
産
に
つ

き
受
け
た
損
害
金
額
が
、
そ
の
価

格
の
二
分
の
一
以
上
で
あ
る
者
で
、

昭
和
三
十
八
年
中
の
事
業
所
得
が
百

二
十
万
円
以
下
で
あ
る
者
に
対
し
て

は
、
次
の
区
分
に
よ
り
軽
減
し
、
ま

た
は
免
除
す
る
。

ま
た
事
業
所
得
の
軽
減
ま
た
は
免
除

の
割
合
に
つ
い
て
は
五
十
万
円
以
下
’

の
場
合
全
部
、
八
十
万
円
以
下
の
場

合
二
分
の
一
、
百
二
十
万
円
以
下
の

時
は
四
分
の
一
と
な
り
ま
す
。

働
家
屋

と家損下
き屋じ壁
　の　　、　’

価修骨
　格理等
　の又に

価又屋のす主き全
格は根価る要又壊
の使’値場構は’
…用内を合造復浬
O目壁減で部旧没
分的’じ’分不等

損
室
口

・は損 のを外た当が能に の

O取傷 四著壁と該著のよ
分替を
のを受

以し’き家しとり
上く建　屋く　き家 程

二必け
以要’

の損具　の損　屋
価じ等　価傷　の 度

上と居
のす住

値たに　格し　原
を場損　　の’　形
減合傷　一大　　を　離

をで用
減’目

じでを　O修　　と
た当受　　分理　　ど
と該け　　のを　　め
き家’　六必　　な

じ当的 屋居　以要　　い
た該を の住　　正二と　と

4
一

｝　　一　　｝
　6　　8　　全
　一　　　　　　　　　　　　　一

髭．

り又は
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3
、
自
動
車
税

　
災
害
に
よ
り
自
動
束
に
つ
き
相
当

の
修
繕
を
要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

に
対
し
て
は
、
被
害
の
程
度
に
応
じ
．

て
二
分
の
一
以
内
の
額
を
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

4
、
固
定
資
産
税

　
災
害
に
よ
り
、
固
定
資
産
に
つ
き
・

損
害
を
受
け
た
者
に
対
し
て
は
、
つ

ぎ
の
区
分
に
よ
り
軽
減
し
、
叉
は
免
・

除
す
る
。

◎
土
地
　
　
　
　
表
（
ア
）
■

①
農
地
又
は
宅
地
以
外
の
土
地
。

　
丸
ア
に
準
じ
て
軽
減
し
、
ま
た
は

免
除
す
る
。
　
　
　
表
②

◎
償
却
資
産

②
に
準
じ
て
軽
減
し
又
は
免
除
す
る

5
、
そ
の
他

　
前
述
の
ほ
か
、
災
害
に
よ
り
そ
の

者
の
所
有
に
係
る
家
屋
等
に
つ
い
て

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
者
で
、
昭
和

三
十
八
年
中
の
合
計
所
得
金
額
、
ま

た
は
事
業
の
所
得
が
低
額
な
も
の
に

対
し
て
も
、
そ
の
者
の
納
付
す
べ
き

税
の
税
額
に
つ
き
、
前
各
項
と
の
均

衛
を
考
慮
し
、
適
宜
軽
減
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

〔
期
間
の
延
長
〕

　
法
人
の
住
民
税
叉
は
法
人
の
事
業

税
以
外
の
税
に
つ
き
、
災
害
に
よ
り

法
ま
た
は
条
例
に
定
め
る
甲
告
、
申

請
、
請
求
、
そ
の
他
書
類
の
提
出
若

し
く
は
納
入
に
関
す
る
期
限
ま
で
に

こ
れ
ら
の
行
為
を
で
き
な
い
と
認
め

る
と
き
は
そ
の
期
限
を
延
長
す
る
。

〔
徴
収
の
猶
予
〕

　
減
免
及
び
期
限
の
延
長
の
ほ
か
、

災
害
に
よ
り
納
税
者
又
は
特
別
徴
収

義
務
者
が
、
そ
の
者
の
所
有
に
係
る

財
産
に
つ
き
相
当
の
損
害
を
受
け
た

場
合
に
は
、
適
宜
徴
収
の
猶
予
を
行

な
う
。

　
　
　
　
　
　
　
今
回
災
害
を
受
け

軽
減
又
は
免
“
限
の
劃
合

作
付
不
能
若
し
く
は
使
用
不
能
又
縁
狽
害
の
程
度

力
一
〇
分
の
八
以
上
で
あ
る
と
き

損
害
の
程
度
が
一
〇
分
の
六
以
上
で
あ
る
と
き

損
害
の
程
度
が
一
〇
分
の
四
以
上
で
あ
る
と
辱

損
害
の
程
度
が
一
〇
分
の
二
以
上
で
あ
る
と
き
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新潟地震の災害融資

　国民金融公庫
ら
れ
た
中
小
企
業

の
方
汝
の
た
め
に

つ
ぎ
の
要
領
に
よ

り
特
別
融
資
を
い

た
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
．

一
、
貸
付
対
象

こ
の
た
び
の
災

害
で
直
接
、
間

接
に
被
害
が
あ

り
、
設
備
運
転

資
金
を
必
要
と

さ
れ
る
方
（
市

　
町
村
役
場
か
ら
罹
災
証
明
を
も
ら

　
い
添
付
し
て
下
さ
い
）

一
一
、
貸
付
限
度

　
個
人
法
人
二
〇
〇
万
円
以
内

三
、
返
済
期
間
　
七
ヵ
年
以
内

四
、
利
率
　
日
歩
二
銭
四
厘
六
毛

五
、
重
複
貸
付
　
こ
の
貸
付
は
他
の

　
貸
付
と
重
複
し
て
も
差
支
え
あ
り

ま
せ
ん
。

六
、
取
扱
場
所
　
国
民
金
融
公
庫
長

　
岡
支
所
（
市
商
工
課
、
大
光
相
互

　
銀
行
、
十
日
町
商
工
会
議
所
に
相

談
し
て
も
よ
い
）

七
、
申
込
時
期
　
な
る
べ
く
七
月
末

　
日
頃
ま
で
に
申
込
み
下
さ
い
。

八
、
申
込
書
の
表
示
　
一
般
の
申
込

　
と
区
別
す
る
た
め
申
込
書
上
段
左

　
端
に
「
災
害
」
の
表
示
を
し
て
下

さ
い
。

新
潟
地
震
被
災
需
要
家
に

特
別
措
置
　
－
東
北
電
力
1

【
　
東
北
電
力
て
は
今
回
の
新
潟
地
震

被
災
需
要
家
に
対
す
る
特
別
借
置
4

し
て
家
屋
倒
壊
等
に
よ
り
電
気
の
需

給
継
続
不
能
と
な
っ
た
需
要
家
に
つ

ぎ
の
条
項
を
設
定
い
た
し
ま
し
た
の

で
該
当
需
要
家
あ
あ
り
ま
し
た
ら
同

社
営
業
所
に
お
申
出
下
さ
い
。

◎
特
別
措
置
条
項

1　、5432、　 、　 、　 、

6
、

由
緒
あ
る
名
園

　
　
積
翠
荘
佐
渡
、
紀
州
の
名
石
も

電
気
料
金
早
収
適
用
期
限
の

延
長

不
使
用
月
料
金
の
免
除

工
事
費
負
担
金
の
免
除

臨
時
工
事
代
金
の
免
除

定
額
電
灯
需
要
家
の
電
球
一

個
の
無
料
引
換

内
線
一
灯
の
無
料
改
修

　
吉
田
地
区
山
谷
の
吉
田
小
学
校
か

ら
川
を
一
つ
へ
だ
て
た
所
に
酒
井
家

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
邸
内
の
一
角
の

庭
園
に
積
翠
荘
（
せ
き
す
い
そ
う
）

と
い
う
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
お
庭
は
、
東
西
約
二
十
五
麿
、

南
北
二
十
層
と
い
う
、
庭
園
と
し
て

は
さ
し
て
大
き
い
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
の
由
緒
が
文
献
に
も
残

っ
て
い
る
こ
と
で
、
よ
く
人
に
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
中
魚
沼
風
土
誌

と
か
中
魚
沼
郡
誌
に
も
記
さ
れ
て

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
本
も
す
で
に
珍

ら
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

庭
園
の
大
体
の
こ
と
を
書
き
ま
す
。

　
こ
の
庭
園
の
こ
と
は
「
積
翠
荘
之

記
」
と
云
う
一
巻
の
書
と
な
っ
て
お

り
、
書
い
た
人
は
亀
田
鵬
斉
（
か
め

だ
ぼ
う
さ
い
）
と
云
う
学
者
で
す
。

亀
田
鵬
斉
は
今
か
ら
二
百
十
二
年
前

と蹟
ギ

2
頓

　
　
む

②

に
江
戸
に
生
れ
た
入
で
、
江
戸
時
代

中
期
に
お
け
る
下
町
儒
者
の
第
一
人

者
と
し
て
知
ら
れ
た
人
で
、
そ
の
書

お
よ
び
詩
文
に
つ
い
て
は
当
時
の
江

戸
文
壇
を
一
変
し
た
人
と
云
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
、
幕
府
の
官
学
で

あ
る
朱
子
学
を
批
判
し
た
た
め
、
松

平
定
信
の
「
寛
政
異
学
の
禁
」
に
ふ

れ
て
江
戸
を
追
わ
れ
る
身
と
な
り
、

全
国
各
地
を
転
住
し
て
は
人
に
講
義

を
し
て
生
計
を
た
て
て
い
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
信
州
か
ら
越
後
を
通
り
佐

渡
へ
行
こ
う
と
す
る
途
中
、
文
化
七

年
に
中
魚
沼
に
流
れ
こ
ん
で
来
て
酒

井
家
の
客
と
な
り
ま
し
た
。

　
生
来
酒
を
好
み
、
気
慨
は
雄
大
で

見
識
も
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。
奇

し
く
も
酒
井
家
に
滞
在
中
に
、
訓
雲

泉
（
く
し
ろ
う
ん
ぜ
ん
）
と
同
宿
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
訓
雲
泉
は

肥
前
島
原
の
生
れ
で
、
年
の
頃
は
鵬

斉
よ
り
七
つ
年
上
で
し
た
。
若
い
頃

長
崎
に
出
て
中
国
人
に
つ
き
南
画
を

学
び
、
元
明
の
南
宗
画
を
き
わ
め
、

山
水
が
最
も
好
手
で
あ
っ
た
と
云
う

こ
と
で
す
。
全
国
各
地
を
放
浪
し
て

文
化
人
と
交
わ
り
当
地
に
た
ど
り
つ

い
た
わ
け
す
。
こ
の
人
は
文
化
八
年

十
一
月
出
雲
崎
で
亡
く
な
り
ま
し
た

し
た
か
っ
て
郡
内
に
は
鵬
斉
の
書
雲

泉
の
圃
は
相
当
ひ
ろ
く
散
在
し
て
い

る
筈
で
す
。
こ
の
雲
泉
が
中
国
の
画

家
偲
雲
林
の
名
作
「
皆
州
摘
翠
山

房
」
の
絵
を
描
写
し
、
こ
れ
を
手
本

と
し
て
こ
の
積
翠
荘
を
設
計
し
た
も

の
と
云
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
庭
を
築
い
た
当
主
は
酒
井
家

十
一
代
酒
井
忠
之
進
の
時
代
で
す
。

酒
井
家
は
こ
の
魚
沼
地
方
の
名
門
で

先
祖
坂
井
清
次
は
信
濃
の
族
村
上
義

清
の
臣
で
、
録
二
千
石
を
領
し
た
部

将
で
赤
沢
の
城
主
も
つ
と
め
て
い
ま

し
た
。
川
中
島
の
戦
後
主
君
が
亡
く

な
る
と
信
濃
の
地
を
去
り
三
百
四
十

余
年
前
に
こ
の
地
に
土
着
し
た
家
で

代
女
吉
田
郷
二
十
ヵ
村
の
大
肝
煎

（
お
お
ぎ
も
え
り
）
を
命
ぜ
ら
れ
、

郷
土
と
し
て
苗
字
帯
刀
を
ゆ
る
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
今
か
ら
百
五
十
年
程

前
の
当
時
は
そ
の
最
も
繁
栄
し
て
い

た
頃
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
財
力
で

紀
州
や
佐
渡
な
ど
か
ら
名
石
を
集
め

柏
崎
に
陸
上
げ
し
た
も
の
を
春
先
雪

の
上
を
運
搬
い
た
し
ま
し
た
。

折
も
よ
く
こ
の
二
人
の
大
先
生
の

来
泊
が
あ
っ
た
の
で
、
協
力
を
得
て

築
い
た
も
の
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
庭
は
庭
そ
の
も
の
は
大
き
く

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
遠
く
に
見
え
る

連
山
を
生
か
し
て
取
入
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。
す
な
わ
ち
八
海
三
山
や
苗

場
連
山
等
の
諸
山
を
遠
景
に
取
入
れ

巨
縦
や
老
杉
を
配
し
て
中

景
と
し
、
街
道
一
里
先
か

ら
も
そ
の
巨
樹
の
梢
が
見

え
た
も
の
で
す
近
景
の
園

そ
の
も
の
は
小
池
を
中
心

と
し
て
各
地
の
名
石
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
は

二
百
麿
西
の
山
す
そ
よ
り

引
い
て
来
た
も
の
で
清
例

そ
の
も
の
で
、
う
つ
う
つ

た
る
翠
色
を
う
つ
し
、
泉

石
の
布
置
、
奇
趣
横
溢
、

極
小
よ
く
極
大
を
な
す
と

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
鵬
斉
が
こ
の
地
に
溜
っ

．
て
い
た
あ
る
時
、
宝
泉
寺
に
遊
び
に

行
き
ま
し
た
。
こ
の
寺
は
こ
の
庭
園

か
ら
南
西
四
百
麿
田
を
へ
だ
て
て
よ

く
見
え
ま
す
。
例
に
よ
っ
て
和
尚

と
酌
み
交
わ
た
折
、
「
あ
の
庭
園
に

名
前
を
っ
け
、
あ
わ
せ
て
配
文
を
残

し
て
頂
き
た
い
」
と
た
の
ま
れ
ま
し

此
。
そ
し
て
興
に
の
る
に
ま
か
せ
て

書
い
た
も
の
が
「
積
翠
荘
之
託
」
で

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
荘
記
は
長
さ
五
麿
に
及
ぶ
長

い
も
の
で
、
文
化
八
年
三
月
東
都
鵬

斉
亀
田
興
撰
と
巻
末
に
記
さ
．
れ
て
あ

り
ま
す
。
今
も
尚
酒
井
家
の
宝
物
と

し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
戦
後
こ
の
老
杉
と
．
巨
縦
は
伐
ら
れ

て
し
ま
い
、
老
楓
『
位
な
ど
も
枯
れ

果
て
・
、
し
ま
い
、
昔
の
面
影
は
大
部

そ
こ
な
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

あ
と
の
樹
木
や
石
は
大
体
昔
の
ま
＼

の
姿
を
残
し
て
い
ま
す
。
大
樹
を
伐

っ
た
為
に
庭
一
面
の
苔
が
枯
れ
か
Σ

っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
四
、
五
年

で
苔
も
そ
ろ
そ
ろ
生
え
拡
が
っ
て
来

て
い
ま
す
。
春
の
雷
消
え
か
ら
何
か

の
花
が
ど
こ
か
で
咲
い
て
い
る
よ
う

に
し
て
あ
り
、
楓
の
葉
や
色
が
皆
ち

が
う
も
の
が
配
さ
れ
る
な
ど
考
え
ら

れ
で
い
ま
す
。
こ
の
庭
園
は
ま
だ
石

の
数
が
多
い
方
で
は
な
い
の
で
、
樹

木
と
苔
を
生
か
さ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
の
で
、
年
三
回
程
大
が
か
り
な
手

入
れ
を
し
て
雑
草
を
早
く
ぬ
き
取
り

美
し
い
苔
を
育
て
N
ゆ
く
と
本
当
に

亀
田
鵬
斉
が
名
す
け
た
「
積
翠
荘
」

の
名
が
生
き
て
来
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
　
　
（
吉
田
公
民

舘
長
・
酒
井
米
三
郎
）
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